
(57)【要約】

【課題】血流の時間的な変化を一目で視認可能な超音波

画像を生成する。

【解決手段】超音波探触子と、その超音波探触子から超

音波を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段

と、１フレームを形成する多数の音線上の所定の深さま

たは超音波探触子から見た所定の深さについては造影剤

を消失させる強さで超音波を送信し他の深さについては

造影剤を消失させない強さで超音波を送信するように制

御する送信強度制御手段と、前記受信信号から１フレー

ムの画像を生成する画像生成手段とを具備する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 探 触 子 と 、 そ の 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 を 得 る
送 受 信 手 段 と 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 上 の 所 定 の 深 さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら
見 た 所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は
造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る よ う に 制 御 す る 送 信 強 度 制 御 手 段 と 、 前 記
受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 上 の 所 定
の 深 さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音
波 を 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る フ レ ー ム と
フ レ ー ム の 間 に 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い
強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る フ レ ー ム を 挟 む よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 あ る フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で
超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と そ れ よ り 後 の フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波
を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と が 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持 つ よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段
が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ
る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る 深 さ が １ フ レ ー ム 中 に 少 な く と も ２ 箇 所 あ り 且 つ 離 れ て い る よ
う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 超 音 波 探 触 子 と 、 そ の 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 を 得 る
送 受 信 手 段 と 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強
さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 音 線 に つ い て は 音 線 上 の 所 定 の 深 さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た
所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影
剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る よ う に 制 御 す る 送 信 強 度 制 御 手 段 と 、 前 記 受 信
信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 画 像 生 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 血 流 の
時 間 的 な 変 化 を 一 目 で 視 認 可 能 な 超 音 波 画 像 を 生 成 し う る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 お よ び 超 音
波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 血 流 の 超 音 波 画 像 を 得 る 場 合 に 、 微 小 気 泡 を 造 影 剤 と し て 利 用 す る こ と が 行 わ れ て い る
。 た だ し 、 こ の 微 小 気 泡 は 、 強 い 超 音 波 に 当 た る と 消 失 し て し ま う 。
　 こ の た め 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 高 送 信 強 度 フ レ ー ム （ 造 影 剤 が 消 失 す る 程 度 の 強 い 超
音 波 を 用 い て 撮 影 す る フ レ ー ム ） の 画 像 を 撮 影 し た 後 は 、 低 送 信 強 度 フ レ ー ム （ 造 影 剤 が
消 失 し な い 程 度 の 弱 い 超 音 波 を 用 い て 撮 影 す る フ レ ー ム ） の 画 像 の 撮 影 を 続 け 、 造 影 剤 が
入 っ た 血 流 が 視 野 中 に 再 び 満 た さ れ る 時 間 を 経 て か ら 再 び 高 送 信 強 度 フ レ ー ム の 画 像 を 撮
影 す る こ と を 、 繰 り 返 し て い る 。
　 な お 、 図 １ ０ で 、 時 間 軸 上 に 並 ん だ 縦 線 は 、 各 フ レ ー ム を 形 成 す る 各 音 線 の 送 信 時 刻 と
送 信 強 度 と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 図 １ １ の （ ａ ） は 、 高 送 信 強 度 フ レ ー ム を 形 成 す る 各 音 線 を 示 し 、 造 影 剤 が 消 失 す る 程
度 の 強 い 超 音 波 で あ る こ と を 太 線 で 表 し て い る 。 な お 、 Ｖ は 血 管 で あ り 、 矢 印 は 血 流 方 向
で あ る 。
　 一 方 、 図 １ １ の （ ｂ ） は 、 低 送 信 強 度 フ レ ー ム を 形 成 す る 各 音 線 を 示 し 、 造 影 剤 が 消 失
し な い 程 度 の 弱 い 超 音 波 で あ る こ と を 細 線 で 表 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 方 法 に よ る 高 送 信 強 度 フ レ ー ム の 画 像 か ら 、 あ る 瞬 間 の 血 流 の 状 態 を 見 る こ と
が 出 来 た 。
　 し か し 、 血 流 の 時 間 的 な 変 化 を 見 る こ と が 出 来 な い 問 題 点 が あ っ た 。 つ ま り 、 血 流 の 時
間 的 な 変 化 を 見 よ う と す る と 、 時 刻 の 異 な る 高 送 信 強 度 フ レ ー ム の 画 像 を 見 比 べ る 必 要 が
あ り 、 熟 練 を 要 す る 問 題 点 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 血 流 の 時 間 的 な 変 化 を 一 目 で 視 認 可 能 な 超 音 波 画 像 を 生 成 し
う る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 に つ い て は 造 影 剤
を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 音 線 に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音
波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 が 消 失 す る が
、 他 の 部 分 の 造 影 剤 は 消 失 し な い 。 そ こ で 、 流 れ た 範 囲 が 視 野 内 に 収 ま る 程 度 の 時 間 後 に
同 様 に 撮 影 す る と 、 前 記 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 が 画 像 上 で 少 し 動 い た 位 置 に 写 る 。 こ れ を
音 線 方 向 に 交 差 す る 流 れ に 対 し て 繰 り 返 す と 、 磁 気 共 鳴 撮 影 に お け る タ ッ ギ ン グ （ taggin
g） 法 の よ う な 作 用 が 得 ら れ 、 流 れ に 時 間 経 過 を 表 す 縞 模 様 が 付 い て 見 え る 。 よ っ て 、 血
流 の 時 間 的 な 変 化 を 一 目 で 視 認 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で 画 像 を 生 成 す る フ
レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤 を 消 失
さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 し た
フ レ ー ム を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 を 消 失 さ せ る
フ レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い フ レ ー ム を 挟 む こ と で 、 画 像 更 新 の リ
ア ル タ イ ム 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 ２ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 に お い て 、 あ る フ レ
ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と 、 そ れ よ り 後 の フ レ ー ム
で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と が 、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 を 消 失 さ せ る
送 信 と 送 信 の 時 間 差 を 、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 と す る の で 、 脈 流 を 好 適 に 観 察 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ３ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 に お い て 、
造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る 音 線 が 、 １ フ レ ー ム 中 に 少 な く と も ２ 本 あ り
且 つ 離 れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 少 な く と も 離 れ た ２ 箇 所 で 造 影 剤 を 消
失 さ せ る の で 、 流 れ に 縞 模 様 を 同 時 に 複 数 付 け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 上 の 所 定 の 深 さ ま た は 超
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音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の
深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら
１ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 が 消 失 す る が
、 他 の 部 分 の 造 影 剤 は 消 失 し な い 。 そ こ で 、 流 れ た 範 囲 が 視 野 内 に 収 ま る 程 度 の 時 間 後 に
同 様 に 撮 影 す る と 、 前 記 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 が 画 像 上 で 少 し 動 い た 位 置 に 写 る 。 こ れ を
音 線 方 向 に 略 沿 っ た 流 れ に 対 し て 繰 り 返 す と 、 磁 気 共 鳴 撮 影 に お け る タ ッ ギ ン グ （ taggin
g） 法 の よ う な 作 用 が 得 ら れ 、 流 れ に 時 間 経 過 を 表 す 縞 模 様 が 付 い て 見 え る 。 よ っ て 、 血
流 の 時 間 的 な 変 化 を 一 目 で 視 認 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 ５ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で 画 像 を 生 成 す る フ
レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤 を 消 失
さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 し た
フ レ ー ム を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 を 消 失 さ せ る
フ レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い フ レ ー ム を 挟 む こ と で 、 画 像 更 新 の リ
ア ル タ イ ム 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 ６ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 に お い て 、 あ る フ レ
ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と 、 そ れ よ り 後 の フ レ ー ム
で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と が 、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 画 像 中 の 一 部 分 の 造 影 剤 を 消 失 さ せ る
送 信 と 送 信 の 時 間 差 を 、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 と す る の で 、 脈 流 を 好 適 に 観 察 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 ５ か ら 第 ７ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 に お い て 、
造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る 深 さ が 、 １ フ レ ー ム 中 に 少 な く と も ２ 箇 所 あ
り 且 つ 離 れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 少 な く と も 離 れ た ２ 箇 所 で 造 影 剤 を 消
失 さ せ る の で 、 流 れ に 縞 模 様 を 同 時 に 複 数 付 け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ４ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 と 上 記 第 ５
か ら 第 ８ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 と を 併 用 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 生 成 方 法
を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 生 成 方 法 で は 、 音 線 方 向 に 交 差 す る 流 れ 及 び 音 線 方 向
に 略 沿 っ た 流 れ の 両 方 に 対 し て 縞 模 様 を 付 け る こ と が 出 来 る の で 、 特 に 心 室 ， 心 房 内 の ２
次 元 的 な 流 れ を 観 測 す る の に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 そ の 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し
そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 に
つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 音 線 に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ
な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る よ う に 制 御 す る 送 信 強 度 制 御 手 段 と 、 前 記 受 信 信 号 か ら １ フ
レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る 。
　 上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 １ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ０ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 １ フ レ ー
ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の
音 線 に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る フ レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に
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、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を
送 信 す る フ レ ー ム を 挟 む よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ２ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ １ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 あ る フ レ
ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と そ れ よ り 後 の フ レ ー ム で
造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と が 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持
つ よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す
る 。
　 上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ３ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ０ か ら 第 １ ２ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て
、 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る 音 線 が １ フ レ ー ム 中 に 少 な く と も ２ 本 あ り
且 つ 離 れ て い る よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ４ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 そ の 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し
そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 上 の 所 定
の 深 さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音
波 を 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る よ う に 制 御
す る 送 信 強 度 制 御 手 段 と 、 前 記 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ５ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ４ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 １ フ レ ー
ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 上 の 所 定 の 深 さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ に つ い て
は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強
さ で 超 音 波 を 送 信 す る フ レ ー ム と フ レ ー ム の 間 に 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全
部 に つ い て 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る フ レ ー ム を 挟 む よ う に 、 前 記 送
信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ６ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ５ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 あ る フ レ
ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と そ れ よ り 後 の フ レ ー ム で
造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と が 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持
つ よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す
る 。
　 上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ７ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ４ か ら 第 １ ６ の 観 点 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て
、 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る 深 さ が １ フ レ ー ム 中 に 少 な く と も ２ 箇 所 あ
り 且 つ 離 れ て い る よ う に 、 前 記 送 信 強 度 制 御 手 段 が 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
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断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ８ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 そ の 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し
そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 に
つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 他 の 音 線 に つ い て は 音 線 上 の 所 定 の 深
さ ま た は 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を
送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る よ う に 制 御 す る
送 信 強 度 制 御 手 段 と 、 前 記 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具
備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ９ の 観 点 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 を
好 適 に 実 施 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 画 像 生 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 強 い 超 音 波 を 当 て る と 造
影 剤 が 消 失 す る こ と を 積 極 的 に 利 用 す る こ と に よ り 、 血 流 の 時 間 的 な 変 化 を 一 目 で 視 認 可
能 な 超 音 波 画 像 を 生 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本
発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
－ 第 １ の 実 施 形 態 －
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 構 成 図 で あ る 。
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 指 定 さ れ た 送 信 強 度 で 超 音 波 を 送 信
し そ れ に 対 応 す る エ コ ー を 受 信 し 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 部 ２ と 、 前 記 送 信 強 度 を 指 定
す る 送 信 強 度 制 御 部 ３ と 、 そ の 送 信 強 度 制 御 部 ３ に 対 し て 操 作 者 が 指 示 を 与 え る た め の 操
作 部 ４ と 、 前 記 受 信 信 号 か ら Ｂ モ ー ド 画 像 な ど の 超 音 波 画 像 を 生 成 す る デ ー タ 処 理 部 ５ と
、 超 音 波 画 像 を 表 示 画 像 に 変 換 す る Ｄ Ｓ Ｃ （ DigitalScan Converter） ６ と 、 表 示 画 像 を
表 示 す る Ｃ Ｒ Ｔ ７ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ の （ ａ ） は 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図 で あ
る 。
　 マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 一 部 （ 太 線 で 表 し て い る
） に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 他 の 音 線 （ 細 線 で 表 し て い る ）
に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １
フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る フ レ ー ム を い う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ の （ ｂ ） は 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図
で あ る 。
　 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤
を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を
生 成 す る フ レ ー ム を い う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る 各 音 線 の 送 信 時 刻 と 送 信 強 度 と を 表 す 説 明
図 で あ る 。
　 時 間 軸 上 に 並 ん だ 縦 線 が 、 各 フ レ ー ム を 形 成 す る 各 音 線 の 送 信 時 刻 と 送 信 強 度 と を 表 し
て い る 。
　 マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 し た 後 は 、 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 画 像 の 撮 影 を 続
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け 、 流 れ た 範 囲 が 視 野 内 に 収 ま る 程 度 の 時 間 後 に 再 び マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 す
る こ と を 、 繰 り 返 す 。
　 な お 、 マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と
、 次 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と に
、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持 た せ る と 、 脈 流 を 観 察 す る の に 好 適 で あ る 。 こ こ で 、 心 拍
を 基 本 と し た 時 間 差 は 、 心 電 計 を 用 い て 実 測 し た 心 拍 周 期 の 整 数 倍 と し て も よ い し 、 概 略
の 心 拍 周 期 （ 例 え ば １ 秒 ） の 整 数 倍 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お い て 得 ら れ る 画 像 の 説 明 図 で あ る 。
　 （ ａ ） は 、 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 送 信 強 度 の
音 線 （ 破 線 の 太 線 ） 上 の 造 影 剤 が 消 失 す る が 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 送 信 強 度 の 音 線 （ 破
線 の 細 線 ） 上 の 造 影 剤 は 消 失 し な い 。
　 （ ｂ ） は 、 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム に 続 く ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、
最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 太 線 ） の エ コ ー が 他 の 部 分 よ り 弱 い
た め 、 黒 く 抜 け て 見 え る 。 な お 、 破 線 の 細 線 は 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 送 信 強 度 の 音 線 を
表 し て い る 。
　 （ ｃ ） は 、 ２ 番 目 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、 （ ａ ） と 同 様 に 、 造 影 剤 を 消
失 さ せ る 送 信 強 度 の 音 線 （ 破 線 の 太 線 ） 上 の 造 影 剤 の み 消 失 す る 。 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ
ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 太 線 ） は 、 黒 く 抜 け て 見 え る 。
　 （ ｄ ） は 、 ５ 番 目 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム 以 降 の 画 像 で あ り 、 そ れ ま で の マ ー キ ン グ フ レ
ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 太 線 ） が 、 縞 状 に 黒 く 抜 け て 見 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 図 ４ の （ ｄ ） に 示 す よ
う に 、 音 線 方 向 に 交 差 す る 流 れ に 縞 模 様 を 付 け て 見 る こ と が 出 来 る の で 、 そ の 時 間 的 な 変
化 を 一 目 で 視 認 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
－ 第 ２ の 実 施 形 態 －
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 、 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ の （ ａ ） は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る マ ー キ ン グ フ レ ー ム
の 説 明 図 で あ る 。
　 マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 （ 細 線 ） の 所 定 の 深 さ （ 黒
丸 で 表 し て い る ） に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 集 中 し 、 他 の 深 さ に つ い
て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー
ム の 画 像 を 生 成 す る フ レ ー ム を い う 。 な お 、 音 線 上 の 所 定 の 深 さ と す る 代 わ り に 、 超 音 波
探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ の （ ｂ ） は 、 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図 で あ る 。
　 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤
を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を
生 成 す る フ レ ー ム を い う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ は 、 上 記 マ ー キ ン グ フ レ ー ム に お け る 各 音 線 の 深 さ と 送 信 強 度 と を 表 す 説 明 図 で あ
る 。
　 深 さ 軸 上 に 並 ん だ 横 線 が 、 各 深 さ に お け る 送 信 強 度 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て も 、 マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 し た 後 は 、 ノ ー マ ー キ ン
グ フ レ ー ム の 画 像 の 撮 影 を 続 け 、 流 れ た 範 囲 が 視 野 内 に 収 ま る 程 度 の 時 間 後 に 再 び マ ー キ
ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 す る こ と を 、 繰 り 返 す 。
　 な お 、 マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と
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、 次 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と に
、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持 た せ る と 、 脈 流 を 観 察 す る の に 好 適 で あ る 。 こ こ で 、 心 拍
を 基 本 と し た 時 間 差 は 、 心 電 計 を 用 い て 実 測 し た 心 拍 周 期 の 整 数 倍 と し て も よ い し 、 概 略
の 心 拍 周 期 （ 例 え ば １ 秒 ） の 整 数 倍 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 得 ら れ る 画 像 の 説 明 図 で あ る
。
　 （ ａ ） は 、 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 深 さ 部 分 （
白 丸 ） の 造 影 剤 が 消 失 す る が 、 他 の 部 分 の 造 影 剤 は 消 失 し な い 。 な お 、 破 線 の 細 線 は 、 造
影 剤 を 消 失 さ せ な い 送 信 強 度 の 音 線 を 表 し て い る 。
　 （ ｂ ） は 、 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム に 続 く ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、
最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 黒 丸 ） の エ コ ー が 他 の 部 分 よ り 弱 い
た め 、 黒 く 抜 け て 見 え る 。
　 （ ｃ ） は 、 ２ 番 目 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で あ り 、 こ の 時 、 （ ａ ） と 同 様 に 、 造 影 剤 を 消
失 さ せ る 深 さ 部 分 （ 白 丸 ） の 造 影 剤 の み 消 失 す る 。 最 初 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 が
消 失 し た 部 分 （ 黒 丸 ） は 、 黒 く 抜 け て 見 え る 。
　 （ ｄ ） は 、 ４ 番 目 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム 以 降 の 画 像 で あ り 、 そ れ ま で の マ ー キ ン グ フ レ
ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 黒 丸 ） が 、 縞 状 に 黒 く 抜 け て 見 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 図 ７ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、
音 線 方 向 に 略 沿 っ た 流 れ に 縞 模 様 を 付 け て 見 る こ と が 出 来 る の で 、 そ の 時 間 的 な 変 化 を 一
目 で 視 認 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
－ 第 ３ の 実 施 形 態 －
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 、 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ の （ ａ ） は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る マ ー キ ン グ フ レ ー ム
の 説 明 図 で あ る 。
　 マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 中 の 互 い に 離 れ た ２ 本 以 上
（ 太 線 ） に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 他 の 音 線 に つ い て は 音 線
上 の 互 い に 離 れ た ２ 箇 所 の 深 さ （ 黒 丸 ） に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 集
中 送 信 し 他 の 深 さ に つ い て は 造 影 剤 を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す
る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を 生 成 す る フ レ ー ム を い う 。 な お 、 音 線 上 の 所 定 の 深 さ
と す る 代 わ り に 、 超 音 波 探 触 子 か ら 見 た 所 定 の 深 さ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ の （ ｂ ） は 、 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図 で あ る 。
　 ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム と は 、 １ フ レ ー ム を 形 成 す る 多 数 の 音 線 の 全 部 に つ い て 造 影 剤
を 消 失 さ せ な い 強 さ で 超 音 波 を 送 信 し 、 そ れ に 対 応 す る 受 信 信 号 か ら １ フ レ ー ム の 画 像 を
生 成 す る フ レ ー ム を い う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て も 、 マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 し た 後 は 、 ノ ー マ ー キ ン
グ フ レ ー ム の 画 像 の 撮 影 を 続 け 、 流 れ た 範 囲 が 視 野 内 に 収 ま る 程 度 の 時 間 後 に 再 び マ ー キ
ン グ フ レ ー ム の 画 像 を 撮 影 す る こ と を 、 繰 り 返 す 。
　 な お 、 マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と
、 次 の マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 を 消 失 さ せ る 強 さ で 超 音 波 を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と に
、 心 拍 を 基 本 と し た 時 間 差 を 持 た せ る と 、 脈 流 を 観 察 す る の に 好 適 で あ る 。 こ こ で 、 心 拍
を 基 本 と し た 時 間 差 は 、 心 電 計 を 用 い て 実 測 し た 心 拍 周 期 の 整 数 倍 と し て も よ い し 、 概 略
の 心 拍 周 期 （ 例 え ば １ 秒 ） の 整 数 倍 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ９ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 得 ら れ る 画 像 の 説 明 図 で あ る
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。
　 マ ー キ ン グ フ レ ー ム で 造 影 剤 が 消 失 し た 部 分 （ 太 線 お よ び 黒 丸 ） が 、 格 子 に 黒 く 抜 け て
見 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 音 線 方 向
に 交 差 す る 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 略 沿 っ た 流 れ の 両 方 に 縞 模 様 を 付 け て 見 る こ と が 出 来 る
（ 従 っ て 、 格 子 状 に 見 え る ） の で 、 特 に 心 室 ， 心 房 内 の ２ 次 元 的 な 流 れ の 時 間 的 な 変 化 を
一 目 で 視 認 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る マ ー キ ン グ フ レ ー ム と ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る フ レ ー ム の 送 信 順 番 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 で 得 ら れ る 超 音 波 画 像 の 例 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る マ ー キ ン グ フ レ ー ム と ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る マ ー キ ン グ フ レ ー ム に お け る 送 信 強 度 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 で 得 ら れ る 超 音 波 画 像 の 例 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る マ ー キ ン グ フ レ ー ム と ノ ー マ ー キ ン グ フ レ ー ム の 説 明 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 で 得 ら れ る 超 音 波 画 像 の 例 示 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 高 送 信 強 度 フ レ ー ム と 低 送 信 強 度 フ レ ー ム の 送 信 順 番 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 高 送 信 強 度 フ レ ー ム と 低 送 信 強 度 フ レ ー ム の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 送 受 信 部
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 送 信 強 度 制 御 部
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 操 作 部
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 デ ー タ 処 理 部
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 Ｄ Ｓ Ｃ
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ Ｒ Ｔ
　 １ ０ ０ 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ５ 】
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